
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

告

示

�
土
地
収
用
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定

（
土
木
監
理
課
）

一

�
道
路
の
区
域
変
更

（
道
路
保
全
課
）

二

�
道
路
の
区
域
変
更
及
び
供
用
開
始

（

〃

）

三

�
平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号
（
香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る

区
間
及
び
地
域
の
指
定
等
）
の
一
部
改
正

（
都
市
計
画
課
）

�
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可

（

〃

）

�
道
路
の
位
置
指
定

（
建

築

課
）

四

公

告

�
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請

（
県
民
参
画
課
）

�
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請

（

〃

）

�
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出

（
経
営
支
援
課
）

五

�
農
業
振
興
地
域
の
指
定

（
農

政

課
）

六

�
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
公
告
第
三
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
等
の
一
部
変
更

（

〃

）

�
土
地
改
良
事
業
の
同
意

（
土
地
改
良
課
）

�
都
市
計
画
変
更
の
案
の
縦
覧

（
都
市
計
画
課
）

七

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

�
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出

�
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出

�
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
等
の
届
出

�
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出

八
収
用
委
員
会
公
告

�
土
地
収
用
法
の
規
定
に
よ
る
収
用
の
採
決
手
続
の
開
始
の
決
定

●
香
川
県
告
示
第
七
十
八
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

起
業
者
の
名
称

東
か
が
わ
市

二

事
業
の
種
類

白
鳥
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
る
汚
水
処
理
施
設
建
設
工
事

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

香
川
県
東
か
が
わ
市
白
鳥
字
中
戸
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日
に
東
か
が
わ
市
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
白
鳥
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ

る
汚
水
処
理
施
設
建
設
工
事
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
業
の
認
定
の
理
由
は
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
三
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
直
接
そ
の
事
務

又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
平
成
十
六
年
度
に
農
林
水
産
省
の
農
業
集
落
排
水
資
源
循
環
統
合
補
助
事
業
の
採

択
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
起
業
者
で
あ
る
東
か
が
わ
市
は
、
既
に
用
地
取
得
に
要
す
る
経
費
の
財

第 ９ 号

平 成１８年

２月３日（金曜日）

告

示

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）

一



源
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

�

近
年
、
農
村
地
域
で
は
、
生
活
様
式
の
高
度
化
、
農
業
生
産
様
式
の
変
貌
等
、
農
業
及
び
農
村

を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
農
業
用
用
排
水
の
汚
濁
が
進
行
し
、
農
作
物
の
育
成
障
害
、

土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
費
の
増
大
、
悪
臭
の
発
生
等
、
農
業
生
産
環
境
及
び
農
村
生
活
環
境

の
両
面
に
大
き
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

東
か
が
わ
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
旧
白
鳥
町
が
平
成
三
年
二
月
に
策

定
し
た
白
鳥
町
下
水
道
整
備
計
画
（
平
成
十
四
年
二
月
に
見
直
し
）
に
基
づ
き
、
白
鳥
町
の
農
村

部
四
地
区
に
お
い
て
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
る
汚
水
処
理
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
件
事
業
は
、
こ
の
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
、
白
鳥
地
区
に
お
い
て
、
処
理
対
象
人
口
を
千

３

二
百
人
と
し
、
一
日
当
た
り
三
百
二
十
四
ｍ
の
処
理
能
力
を
持
つ
汚
水
処
理
施
設
を
建
設
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
当
該
地
区
の
農
業
用
用
排
水
の
水
質
保
全
、
土
地
改
良
施
設
の
機

能
維
持
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
が
図
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
る
得
ら
れ
る
利

益
は
相
当
程
度
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

�

起
業
地
の
北
西
側
に
民
家
が
存
す
る
が
、
臭
気
対
策
の
た
め
の
植
樹
帯
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
起
業
地
内
に
移
転
を
要
す
る
物
件
も
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
事
業
の

施
行
に
よ
る
周
辺
の
土
地
利
用
や
自
然
環
境
へ
の
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

�

本
件
事
業
の
起
業
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
的
、
技
術
的
、
経
済
的
見
地
か
ら
三
案
の

候
補
地
の
比
較
検
討
を
行
い
、
最
も
適
切
な
案
を
採
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

�

�
か
ら
�
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
白
鳥
地
区
に
お
け
る
農
業
用
用
排
水
の
汚
濁
の
進
行
に
よ
る
農
業
生
産
環
境
及
び

農
村
生
活
環
境
の
悪
化
に
対
処
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
早
急
に
施
行
す
る
必
要
性
が

認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
認
め
ら
れ
、
土
地
収
用
法
第
二

十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
土
地
収
用
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を

充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業

の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

土
地
収
用
法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

東
か
が
わ
市
事
業
部
上
下
水
道
課

●
香
川
県
告
示
第
七
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
二
月
三
日
か
ら
同
月
二
十

四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

北
風
戸
積
浦
線
（
二
百
五
十
六
号
）

三

道
路
の
区
域

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

香
川
郡
直
島
町
字
宮
ノ
浦
二
二
四
九
番

六
地
先
か
ら

香
川
郡
直
島
町
字
地
蔵
山
三
七
七
番
六

地
先
ま
で

前

四
・
〇

〜
二
〇
・
〇

三
二
四

地
方
特
定
道

路
整
備
事
業

に
よ
る
バ
イ

パ
ス
建
設

香
川
郡
直
島
町
字
宮
ノ
浦
二
二
四
九

番
六
地
先
か
ら

香
川
郡
直
島
町
字
追
出
二
〇
七
二
番
一

〇
地
先
ま
で

後

一
二
・
六

〜
二
二
・
〇

八
五

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）

二



●
香
川
県
告
示
第
八
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
併
せ
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に
道
路
の
区
域
と
な
っ
た
道
路
の
部
分

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
二
月
三
日
か
ら
同
月
二
十

四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
主
要
地
方
道
）

二

路

線

名

中
徳
三
谷
高
松
線
（
四
十
三
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
八
年
二
月
三
日

●
香
川
県
告
示
第
八
十
一
号

平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号
（
香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
区
間
及
び
地

域
の
指
定
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
二
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一
�
の
表
３０
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
�
の
表
４４
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

●
香
川
県
告
示
第
八
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
五
年
香

川
県
告
示
第
九
十
一
号
に
係
る
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
郡
直
島
町
字
追
出
二
〇
七
二
番
一

〇
地
先
か
ら

後

四
・
〇

〜五
・
八

一
五
八

旧
道
部
分

香
川
郡
直
島
町
字
地
蔵
山
三
七
七
一
番

七
地
先
ま
で

一
〇
・
〇

〜
一
三
・
二

一
四
二

香
川
郡
直
島
町
字
地
蔵
山
三
七
七
一
番

七
地
先
か
ら

香
川
郡
直
島
町
字
地
蔵
山
三
七
七
番
六

地
先
ま
で

後

一
二
・
四

〜
三
七
・
〇

九
七

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

高
松
市
西
植
田
町
字
上
佛
坂
五
九
二
七

番
九
地
先
か
ら

前

五
・
〇

〜九
・
〇

三
七
五

災
害
復
旧
工

事
に
基
づ
く

区
域
変
更

高
松
市
西
植
田
町
字
上
佛
坂
五
九
三
四

番
一
地
先
ま
で

後

五
・
五

〜
一
七
・
〇

三
七
五

３０
の
２

県
道
林
田

府
中
線

坂
出
市
林
田
町
字
東
下
所

内
坂
出
市
道
林
田
松
山
線

と
の
交
点
か
ら
同
市
林
田

町
字
東
下
所
内
県
道
高
松

王
越
坂
出
線
と
の
交
点
に

至
る
区
間

４４
の
２

坂
出
市
道

林
田
松
山
線

坂
出
市
林
田
町
字
東
下
所

内
県
道
林
田
府
中
線
と
の

交
点
か
ら
同
市
高
屋
町
字

塩
口
内
県
道
高
松
王
越
坂

出
線
と
の
交
点
に
至
る
区

間

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）

三



一

施
行
者
の
名
称

高
松
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

高
松
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

三
・
六
・
一
三
七

公
園
東
門
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
八
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

香
川
県
高
松
市
楠
上
町
二
丁
目
、
桜
町
二
丁
目
及
び
今
里
町
一
丁
目
地
内

●
香
川
県
告
示
第
八
十
三
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指

定

番

号

西
土
指
道

第
七
号

二

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
一
月
二
十
四
日

三

指
定
道
路
の
位
置

三
豊
市
仁
尾
町
仁
尾
字
江
尻
丁
一
三
二
―
一

四

指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長

幅
員

四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

延
長

三
〇
・
三
九
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
西
讃
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
六
十
三
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
三
月
十
九
日
ま
で
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
一
月
十
九
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
ぬ
き
風
致
美
考
会

	
村

久
敏

丸
亀
市
川
西
町
北
二
一
三
一
番
地
一

三

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
香
川
県
丸
亀
市
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
讃
岐
地
方
」
（
以
下
「
讃
岐
地
方
」
と

い
う
）
に
お
け
る
地
域
住
民
に
対
し
て
、
造
園
学
の
見
地
か
ら
、
山
林
・
森
林
等
の
天
然
資
源
の
持
続

可
能
な
保
護
及
び
利
用
を
推
進
し
、
天
然
観
光
資
源
の
有
効
適
切
な
活
用
及
び
地
域
住
民
参
加
型
の
里

山
体
験
学
習
等
に
よ
る
次
世
代
環
境
教
育
の
推
進
等
に
関
す
る
継
続
的
な
事
業
を
行
い
、
次
世
代
に
承

継
す
べ
き
「
讃
岐
地
方
」
の
文
化
、
技
術
、
風
致
の
伝
承
を
促
進
し
、
も
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
の
「
讃
岐
地
方
」
更
に
は
香
川
県
、
四
国
の
永
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
六
十
四
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
三
月
十
八
日
ま
で
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
一
月
十
八
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
ん
ず

白
澤

修

さ
ぬ
き
市
長
尾
東
一
二
七
一
番
地

三

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
障
害
者
や
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

公

告

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）

四



で
安
心
し
て
、
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
地
域
生
活
支
援
や
相
談
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
支

援
を
必
要
と
す
る
者
と
そ
の
家
族
へ
の
生
活
の
自
己
選
択
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
福
祉
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
六
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

届
出
の
概
要

１

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
イ
ズ
ミ

広
島
県
広
島
市
南
区
京
橋
町
二
番
二
二
号

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ゆ
め
タ
ウ
ン
高
松

高
松
市
上
天
神
町
高
田
三
一
四
番
一
ほ
か

３

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

�

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

変
更
前

五
二
、
九
六
二
平
方
メ
ー
ト
ル

変
更
後

五
四
、
五
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル




大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

�

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

変
更
前

位

置

別
図
の
と
お
り

収
容
台
数

二
、
九
八
九
台

変
更
後

位

置

別
図
の
と
お
り

収
容
台
数

三
、
一
五
四
台

�

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

変
更
前

位

置

別
図
の
と
お
り

収
容
台
数

六
三
〇
台

変
更
後

位

置

別
図
の
と
お
り

収
容
台
数

六
八
五
台




廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量

変
更
前

位
置

別
図
の
と
お
り

容
量

五
二
五
・
九
六
立
方
メ
ー
ト
ル

変
更
後

位
置

別
図
の
と
お
り

容
量

六
一
六
・
七
九
立
方
メ
ー
ト
ル

�

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

�

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置

変
更
前

数

二
六
箇
所

位
置

別
図
の
と
お
り

変
更
後

数

二
五
箇
所

位
置

別
図
の
と
お
り

な
お
、
「
別
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
三
の
１
の
場
所
に
お
い
て
三
の
２
の
期
間
縦
覧
に

供
す
る
。

４

変
更
年
月
日

３
の
�
、


の
事
項

平
成
十
八
年
九
月
二
十
一
日

３
の
�
の
事
項

平
成
十
八
年
一
月
三
十
日

５

変
更
す
る
理
由

店
舗
の
増
床
の
た
め

二

届
出
年
月
日

平
成
十
八
年
一
月
二
十
日

三

届
出
書
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１

縦
覧
場
所

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
高
松
市
産
業
部
商
工
労
政
課

２

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
二
月
三
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
六
月
五
日
（
月
曜
日
）
ま
で

四

意
見
書
の
提
出

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周

辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
次
の
項
目

を
記
載
し
た
書
面
を
本
日
か
ら
四
月
以
内
（
平
成
十
八
年
六
月
五
日
（
月
曜
日
）
ま
で
）
に
次
の
提
出

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）

五



先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支

援
課
及
び
高
松
市
産
業
部
商
工
労
政
課
に
お
い
て
当
該
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。

１

記
載
す
べ
き
項
目

�

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名




事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
及
び
沿
革

�

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

�

意
見
の
内
容

２

提
出
先

郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
〇

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
商
業
・
金
融
グ
ル
ー
プ

●
香
川
県
公
告
第
六
十
六
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
農
業
振
興
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

地
域
の
名
称

三
豊
農
業
振
興
地
域
（
三
豊
市
）

二

指
定
区
域

三
豊
市
の
区
域
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
区
域
を
除
い
た
区
域

１

詫
間
臨
港
地
区
、
詫
間
港
湾
隣
接
地
域
及
び
仁
尾
港
湾
隣
接
地
域

２

荘
内
半
島
、
粟
島
及
び
丸
山
島
の
区
域
の
う
ち
、
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十

一
号
）
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
国
立
公
園
第
二
種
特
別
地
域
の
区
域

３

三
豊
市
山
本
町
の
う
ち
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
に
基
づ
き
定
め
ら

れ
た
地
域
森
林
計
画
の
林
班
番
号
十
六
の
一
部
、
十
七
、
十
八
及
び
十
九
の
一
部
の
区
域
を
除
い
た

区
域

４

三
豊
市
仁
尾
町
仁
尾
字
江
尻
及
び
字
浜
の
全
域
、
仁
尾
字
北
の
一
部
、
字
古
江
の
一
部
、
字
南
草

木
の
一
部
及
び
字
北
草
木
の
一
部
の
区
域
並
び
に
大
蔦
島
及
び
小
蔦
島
の
区
域
を
除
い
た
区
域

５

三
豊
市
財
田
町
財
田
上
字
荒
戸
七
四
六
三
の
七
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
字
太
鼓
木
七
四
六
五
の

九
、
字
渓
道
七
六
六
九
の
二
、
字
道
手
五
一
二
四
の
二
六
五
及
び
字
道
手
五
一
二
三
の
一
四
九
を
経

て
字
道
手
五
一
二
三
の
四
五
（
通
称
「
六
地
蔵
越
」
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
起
点
に
至
る
徳
島
県
と

香
川
県
仲
南
町
と
の
境
界
で
囲
ま
れ
た
区
域

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
農
政
水
産
部
農
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
六
十
七
号

昭
和
四
十
五
年
香
川
県
公
告
第
三
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更

し
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

第
一

昭
和
四
十
五
年
香
川
県
公
告
第
三
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変

更
す
る
。

二
を
削
る
。

第
二

昭
和
四
十
五
年
香
川
県
公
告
第
百
五
十
三
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

変
更
す
る
。

四
、
五
及
び
六
を
削
る
。

第
三

昭
和
四
十
六
年
香
川
県
公
告
第
二
百
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

変
更
す
る
。

六
を
削
る
。

第
四

昭
和
四
十
七
年
香
川
県
公
告
第
二
百
三
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
変
更
す
る
。

三
及
び
四
を
削
る
。

●
香
川
県
公
告
第
六
十
八
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
市
が
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
土
地
改
良
事

業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
一
月
六
日
同
意
し
た
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）

六



●
香
川
県
公
告
第
六
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
讃
広
域
都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、
そ
の
案
を
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
は
、
関
係
市
町
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に

香
川
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

三
・
四
・
三
〇
六

宇
多
津
中
央
線

三
・
四
・
三
〇
七

富
熊
宇
多
津
線

縦
覧
に
供
す
る
図
面
表
示
の
と
お
り

二

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場
所

香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
宇
多
津
町
建
設
課

三

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
二
月
三
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

一

そ
の
他
の
政
治
団
体

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出

事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。平

成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

一

そ
の
他
の
政
治
団
体

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
等
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

一

政
党
の
支
部

二

そ
の
他
の
政
治
団
体

市

名

土

地

改

良

事

業

名

三
豊
市

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
水
路
改
修
事
業
）
七
尾
地
区

〃

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
農
道
新
設
事
業
）
国
繁
地
区

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

明
日
の
三
豊
を
考
え
る

会

安
藤

敬
二

渡
辺

省
三

三
豊
市
詫
間
町
詫
間
二
一
〇
三
―
二

一

三
野
康
祐
後
援
会

山
端

政
雄

石
丸

玉
雄

高
松
市
中
野
町
三
四
―
六

森
田
か
ず
の
り
君
を
推

す
会

森
田

正
清

芳
地

澄
夫

三
豊
市
三
野
町
吉
津
甲
一
〇
七
九
―

一

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

門
た
き
お
後
援
会

会
計
責
任
者

の

氏

名

門

孝
治

門

孝
幸

政
治
団
体
の
名
称

自
由
民
主
党
香
川
県
西
部
商
工
開
発
支
部

政
治
団
体
の
名
称

川
原
茂
行
後
援
会

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）

七



●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

●
香
川
県
収
用
委
員
会
公
告
第
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
収
用
の
裁

決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
三
日

香

川

県

収

用

委

員

会

一

起
業
者
の
名
称

香
川
県

二

事
業
の
種
類

高
松
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
六
・
一
三
七
号
公
園
東
門
線

三

裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
地
積
等

別
表
の
と
お
り

四

土
地
所
有
者
の
住
所
及
び
氏
名

当
該
土
地
の
登
記
名
義
人
で
あ
る
亡
秦
健
雄
の
法
定
相
続
人
と
な
る
次
の
者

香
川
県
高
松
市
栗
林
町
三
丁
目
五
番
六
号

秦
綾
子
（
持
分
三
分
の
一
）

東
京
都
港
区
南
青
山
六
丁
目
一
〇
番
三
―
四
〇
一
号

秦
徹
郎
（
持
分
二
十
一
分
の
二
）

神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
松
が
岡
四
丁
目
一
三
番
五
号

秦
逸
郎
（
持
分
二
十
一
分
の
二
）

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
三
五
番
七
―
三
二
号

秦
直
郎
（
持
分
二
十
一
分
の
二
）

香
川
県
高
松
市
今
里
町
一
丁
目
二
五
番
地
一
六

日
野
弓
槻
（
持
分
二
十
一
分
の
二
）

兵
庫
県
姫
路
市
増
位
本
町
二
丁
目
四
番
一
〇
号

小
林
摩
耶
（
持
分
二
十
一
分
の
二
）

東
京
都
新
宿
区
本
塩
町
一
五
番
地

田
中
ビ
ル
二
階

秦
維
郎
（
持
分
二
十
一
分
の
二
）

香
川
県
高
松
市
松
縄
町
四
〇
番
地
九

秦
瞿
代
（
持
分
二
十
一
分
の
二
）

五

土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
住
所
、
氏
名
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

な
し

六

裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

平
成
十
八
年
一
月
二
十
四
日

（
「
添
付
実
測
平
面
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
は
香
川
県
土
木
部
土
木
監
理
課
用
地
対
策
室
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

八
栄
会

森
田
一
後
援
会

収
用
委
員
会
公
告

資
金
管
理
団

体
の
届
出
事

項
の
異
動
の

届
出
を
し
た

者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

内

容

新

旧

栗
田

隆
義

ま
ん
の
う
町

長

花
梨
会

公
職
の
種

類

ま
ん
の
う
町

長

香
川
県
議
会

議
員

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）

八



別表

所在 香川県高松市栗林町３丁目地内

備 考

（収用しようとする土地の区域）
添付実測平面図の

C,D,E,F,G,H,I,L,M,N,O,Cの 各
点を順次直線で結ぶ赤色の区域

（収用しようとする土地の区域）
添付実測平面図の

I,J,K,L,Iの各点を順次直線で結
ぶ赤色の区域

（収用しようとする土地の区域）
添付実測平面図の

A,B,C,O,Aの各点を順次直線で
結ぶ赤色の区域

収 用
しよう
とする
土地の
面 積

ｍ２

１６５．３１

１０．９１

２０．９２

地 積

実測

ｍ２

６０２．６４

３９．６７

６２．４１

登記簿

ｍ２

５６７．７０

３９．６６

６２．４１

地 目

現況

宅地

私道

宅地

登記簿

宅地

〃

〃

地 番

８３１番２

８３１番４

８３２番

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）

九
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平
成
十
八
年
二
月
三
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
二
月
三
日

（
第
九
三
〇
八
号
）
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